DoctorAssist アップデートマニュアル
2026-11-07 版。新しいバージョンのファイルに、今お使いのファイルのデータと設定を移す手順です。
DoctorAssist は、Claris FileMaker で開発された、医師個人が自身の診療業務を効率化するために使用する業務支援ツールです。診療録ではありません。法定の診療記録は各医療機関の記録および ORCA が正本であり、本ツールが保持するのは医師個人の作業用データです。
1. はじめに読んでください
必ず守ること
1. パスフレーズと施設IDは、今までと同じものを使います。 新しく作りません。違うパスフレーズにすると、移したデータが患者さんに結び付かなくなります。
2. 新しいファイルを開いて「初回セットアップ」が出たら、何も入力せず「キャンセル」を押します。 パスフレーズの画面が出たら「終了」を押します（FileMaker は終了しません。画面が閉じるだけです）。
3. 旧ファイルを先に開いて、開いたままにします。 取り込みの間は閉じません。
4. 旧ファイルを開くときに「DA_Ref との照合に失敗しました」と出たら、OK で閉じてかまいません。 データに影響はありません。
5. DA_Ref、DA_Work の順に取り込み、終わったら FileMaker を終了して開き直します。
この手順の確認状況
	場面
	状況

	ローカル（自分のパソコンのファイルを開いて使う）で、Mac で取り込む
	確認済み。 2026-11-07 に試験用のコピーで、データの件数と、開き直したあとの動作を確かめました

	Windows で取り込む
	未確認

	暗号化したままの旧ファイルから取り込む
	未確認。 試験では暗号化を解除した旧ファイルを使いました

	FileMaker Cloud に上げて取り込む（4章）
	未確認。 特に、Cloud 上の新しいファイルから、手元の旧ファイルを取り込む流れは試していません



未確認の部分には【未確認】と書いています。うまくいかないときは無理に進めず、9章の方法で元に戻してください。
3種類のパスワードを区別してください
実際の値は、この手順書やメールに書かず、安全な場所に控えてください。
	名前
	何のためか
	アップデートでは

	パスフレーズ
	DoctorAssist を開くときに入力する。患者さんのデータの結び付きに使われる
	旧と同じものを使う。 変えない

	アカウントのパスワード
	FileMaker のファイルにサインインする
	新しいファイルの初期パスワードは、自分のものに変える

	暗号化パスワード
	ファイル自体を暗号化する
	Cloud では必須。忘れると元に戻せません



引き継がれるもの・変わるもの
1. 引き継がれるもの: 患者データ、医師・施設の設定、API キー、薬品集、用法集、組み合わせ、検査の設定、問診の設定、診療病名など
1. 新しくなるもの: プログラム（スクリプトや画面）、病名マスタ、一般名などのマスター類
1. 引き継がれないもの: その日の作業用データ。前日以前の処方は、準備の手順で DA_Ref に移ります
1. ご注意: 薬品集と投与量は旧のものを引き継ぐので、新しいバージョンで直された投与量はこの手順では届きません。必要なときは別に「追加分」としてお渡しします
あなたの使い方はどちらですか
1. 自分のパソコンのファイルを開いて使っている → 2章、3章、5章へ
1. FileMaker Cloud に置いて使っている → 2章、4章、5章へ
2. 準備（どちらの場合も）
診療を始める前の朝に行います。その日の処方は翌日に DA_Ref へ移る仕組みなので、診療日の夜に行うと、その日の処方が取り残されます。
☐ 前日までの ORCA への送信が終わっている
☐ DA_Work を一度、いつものパスフレーズで開いて閉じる（前日以前の処方が DA_Ref に移ります）
☐ 開いたときに「処方入力」画面に前日以前の処方が残っていないことを見る
☐ パスフレーズを手元で確かめる
☐ 施設IDを控える（DA_Ref の「医師・施設設定」画面の「デフォルト施設ID」）
☐ 旧ファイルのアカウント名とパスワードを確かめる（旧ファイルを開くときに必要です）
☐ 届いた新しいファイル6つ（DA_Work、DA_Ref、DA_Receipt_連携、DA_厚生労働省マスター、TestPt_内科100人、TestPt_小児科100人）を、触らずに取っておく。やり直しに必要です
☐ 新しいファイルの初期アカウント名と初期パスワードを確かめる
☐ DA_Ref で患者さんを全件表示したときの件数（患者数）を控える。6章で比べます。氏名などは控えません
☐ 書類フォルダが iCloud や OneDrive と同期していないことを確かめる。同期していれば止める
旧ファイルには患者さんのデータが入っています。 Dropbox、iCloud、OneDrive、メール、USB メモリなどに置かないでください。
3. ローカルで使う場合
3-1. 旧ファイルのバックアップ
☐ FileMaker をいったん終了する
☐ 今のファイルをフォルダごとコピーする。このコピーには手を加えません
3-2. ファイルを置く
☐ 旧ファイルとは別に「新フォルダ」を作り、新しいファイル6つを入れる
☐ 旧の DA_Ref と DA_Work の名前を、次のように変える
	元の名前
	変えたあとの名前

	DA_Ref.fmp12
	DA_Ref_旧.fmp12

	DA_Work.fmp12
	DA_Work_旧.fmp12



☐ 名前を変えた2つを、書類フォルダの中の DoctorAssist_Update フォルダに入れる。フォルダがなければ作る
	パソコン
	場所

	Mac
	ホームの「書類」の中の DoctorAssist_Update

	Windows【未確認】
	「ドキュメント」の中の DoctorAssist_Update



☐ 旧ファイルが暗号化されている場合は、Developer ユーティリティで暗号化を解除したものを入れる（やり方は4-2の手順5）
3-3. 新しいファイルのパスワードを変える
☐ 新しい DA_Ref を開く。初期アカウント名と初期パスワードでサインインする。画面の案内は5章のとおりに閉じる
☐ 「ファイル」メニューの「管理」から「セキュリティ」を開き、初期アカウントのパスワードを自分のものに変える
☐ 残り5つのファイルも同じパスワードに変える
☐ FileMaker を終了する
ここまでできたら、5章へ進みます。
暗号化したい場合は、5章と6章がすべて終わってから、4-3 と同じ方法で6つまとめて行います。この順番なら、確認済みの手順で取り込めます。
4. FileMaker Cloud で使う場合【未確認】
この章の流れは、開発側でもまだ通して試していません。 手順は Claris の説明書と、ローカルで確かめた内容をもとに書いています。旧ファイルのバックアップを確実に手元に置いてから進めてください。
必要なもの: FileMaker Pro（高度なツールを有効にしたもの）、Cloud のチームマネージャーの権限、Claris ID。
4-1. 他の利用をすべて止める
☐ この作業の間、Cloud のファイルを開いている人や端末がないようにする
☐ 手元の FileMaker で開いている Cloud のファイルをすべて閉じる
4-2. 旧ファイルのバックアップを手元に用意する
Cloud 上のファイルは「名前を付けて保存」が使えないので、管理画面のバックアップから取り出します。
☐ 1. FileMaker Cloud の管理画面で、できるだけ新しいバックアップを作り、zip をダウンロードする（2章で DA_Work を開いて閉じたあとのものを使います）
☐ 2. zip をそのまま、手元のパソコンの、同期されないフォルダに保管する（Dropbox や iCloud のフォルダには置きません）。これが元に戻すための控えです
☐ 3. zip のコピーを、別の作業フォルダに展開する
☐ 4. 展開したファイルが、手元で開けることを確かめる。開いたら閉じる
☐ 5. DA_Ref と DA_Work の暗号化を解除する。「ツール」メニューの「Developer ユーティリティ」で両方を追加し、「ソリューションオプション」の「指定」で「データベース暗号化を取り除く」を選び、今の暗号化パスワードと、アカウントを入力して「作成」を押す。暗号化を解除したファイルは、作業が終わったら必ず消します（8章）
☐ 6. できた2つの名前を DA_Ref_旧.fmp12、DA_Work_旧.fmp12 に変え、書類フォルダの DoctorAssist_Update に入れる
「ツール」メニューがないときは、FileMaker Pro の設定で「高度なツールを使用する」をオンにして、FileMaker を開き直します。
4-3. 新しいファイルを準備する
新しいファイル6つを、手元の作業用フォルダで準備します。
☐ 1. 初期アカウントのパスワードを変える。 3-3 と同じです（Cloud に置くファイルでは必須です）
☐ 2. Claris ID でのアクセス権を入れる。 Cloud ではファイルに Claris ID（グループまたは個人）のアクセス権が必要です。旧のファイルと同じ内容を、「ファイル」→「管理」→「セキュリティ」で6つに設定します
☐ 3. FileMaker でファイルをすべて閉じる
☐ 4. 暗号化する。 「ツール」→「Developer ユーティリティ」で6つをすべて追加し、「プロジェクトフォルダ」の「指定」で出力先を選ぶ
☐ 5. 「ソリューションオプション」の「指定」で「データベース暗号化を有効にする」を選ぶ
☐ 6. 「共有 ID」、FileMaker アカウント（手順1のもの）、自分で決めた「暗号化パスワード」を入力する。6つとも同じ設定にします
☐ 7. 「OK」、「作成」を押す。出力先に暗号化されたファイルができる
暗号化パスワードは紙に控えて安全な場所に保管してください。 忘れると、ファイルを開くことも、変更することもできなくなります。
4-4. Cloud の旧ファイルをはずす
同じ名前のファイルは Cloud に上げられません。 新しいファイルを上げる前に、旧ファイルをはずします。
☐ 4-2 の zip が手元にあり、開けることを確かめたか、もう一度見る
☐ Cloud の管理画面の「データベース」で、旧ファイルを閉じて、取り除く（画面の名前や、取り除いたあとのバックアップの扱いは【未確認】です。管理画面の表示を確かめて進めてください）
4-5. アップロードする
☐ 1. 「ファイル」→「共有設定」→「ホストにアップロード」を選ぶ
☐ 2. 自分の FileMaker Cloud を選ぶ
☐ 3. 4-3 で暗号化した6つを選ぶ
☐ 4. 暗号化パスワードを入力する
☐ 5. 「アップロード」を押す。終わったら、6つとも成功と表示されているか見る
☐ 6. 自動で開かなければ、Cloud の管理画面の「データベース」から開く。暗号化パスワードを聞かれたら入力する
4-6. Cloud の場合の取り込みの違い
取り込みは5章のとおりです。次の点だけ違います。
1. 旧ファイルは手元の `DoctorAssist_Update` から開きます。 新しいファイルは Cloud から開きます。
1. 旧ファイルを先に開く順番は同じです。
1. 手元の旧ファイルを開くと、「ローカル版と共有版のどちらを使うか」と聞かれることがあります。そのときはローカル版を選びます。
1. データをインターネット経由で送るので、ローカルより時間がかかると思われます。途中で止めたり、ネットワークを切ったりしないでください。
1. 【未確認】ここで動かないときは、何度も繰り返さず、「旧ファイルを開けませんでした。何も消していません」などの表示を控えて、開発側にお知らせください。
5. データを取り込む
自動処理（スクリプト）を2回実行します。今のところ専用のボタンはないので、スクリプトの一覧から実行します。
5-1. DA_Ref
☐ 1. DoctorAssist_Update の DA_Ref_旧.fmp12 をダブルクリックして開く。アカウント名とパスワードは旧のものです。開いたままにします
☐ 2. パスフレーズの画面が出たら「終了」を押す。パソコンから書類フォルダへのアクセスの許可を聞かれたら、許可する
☐ 3. 新しい DA_Ref を開く。「初回セットアップが未実施です。先に DA_Work を起動してください」と出たら OK を押す。DA_Work は開きません
☐ 4. 「スクリプト」メニューの「スクリプトワークスペース」を開く
☐ 5. 一覧から アップデート_データ取り込み を選んで、実行する
☐ 6. 確認の画面で、ファイルの場所が DoctorAssist_Update の DA_Ref_旧.fmp12 であることを見て、「取り込む」を押す
☐ 7. 「取り込みが終わりました」と件数が出るまで待つ。件数をメモします
☐ 8. 「取り込めなかったテーブルがあります」と出たら、先に進まず 7章を見る
5-2. DA_Work
☐ 1. 旧と新の DA_Ref を開いたまま、DA_Work_旧.fmp12 をダブルクリックして開く。開いたままにします
☐ 2. パスフレーズの画面が出たら「終了」を押す。「DA_Ref との照合に失敗しました」と出たら OK を押す
☐ 3. 新しい DA_Work を開く。「初回セットアップ」が出たら、何も入力せず「キャンセル」を押す
☐ 4. スクリプトワークスペースで、アップデート_設定取り込み を選んで実行する（DA_Work の一覧です）
☐ 5. 確認の画面でファイルの場所を見て、「取り込む」を押す
☐ 6. 終わった画面の件数をメモする。失敗の表示があれば 7章を見る
5-3. 開き直す
☐ FileMaker を終了する。旧ファイルも閉じます。これ以降は旧ファイルを開きません
☐ 新しい DA_Work を開く。初回セットアップが出ずにパスフレーズの画面が出れば正常です
☐ 旧と同じパスフレーズを入力する。「パスフレーズが違います」が出なければ成功です
初回セットアップが出たときは、ここでパスフレーズを入力しないでください。 「キャンセル」を押して、7章を見てください。
6. 確かめる
☐ 5-1 の画面に出た「患者」の件数が、2章で控えた患者数と同じ
☐ 患者さんを1人、カルテ番号で呼び出すと、過去の診療記録、処方、病名が出る
☐ 薬剤禁忌を登録している患者さんで、禁忌が表示される
☐ 問診記録が出る
☐ AI を使っている場合、API キーを入れ直さずに AI の機能が動く
☐ ダミーの患者さんを1人登録して、患者番号が既存の患者さんと重ならないことを確かめ、削除する
☐ ORCA への接続設定（医療機関の設定）が旧と同じ
7. 困ったとき
	出た表示・起きたこと
	意味
	すること

	「先に旧ファイルを開いてください。何も消していません」
	旧ファイルが開いていない
	表示された旧ファイルを開いて、開いたまま、もう一度スクリプトを実行する

	「DA_Ref_旧.fmp12 が見つかりません」
	名前か場所が違う
	名前と場所（DoctorAssist_Update）を確かめて、もう一度実行する

	サインインの画面が何度も出て、キャンセルしても閉じない
	開いていない旧ファイルを読もうとしている
	何度も試さず、FileMaker を強制終了する。旧ファイルを先に開いて、やり直す

	「旧ファイルを開けませんでした。何も消していません」
	旧ファイルに入れなかった
	旧ファイルのアカウントとパスワードを確かめる。暗号化されたものなら、解除したものに替えてやり直す

	「このファイルには患者データがすでに入っています」、または「診療病名がすでに入っています」
	取り込みは済んでいる。取り込みは1回だけ
	繰り返さない。途中で失敗していたなら、下の「最初からやり直す」へ

	「取り込めなかったテーブルがあります」
	一部が入っていない
	そのまま使わない。表示を控えて、下の「最初からやり直す」へ

	「DA_Ref との照合に失敗しました」（旧ファイルを開いたとき）
	旧の参照先が同じフォルダにないため
	OK で閉じる。データに影響なし

	「DA_Ref との照合に失敗しました」（開き直したあとの新しいファイル）
	正常ではない
	使い始めず、9章で元に戻して、開発側に知らせる

	開き直したあとに初回セットアップが出る
	DA_Work に引き継がれるはずの情報が入っていない
	パスフレーズを入れずに「キャンセル」。違うパスフレーズで設定すると、DA_Ref の情報まで書き換わるおそれがあります

	「パスフレーズが違います」
	入力間違い、または旧と違う
	控えを確かめる。3回間違えると「認証に失敗しました」と出ます。開き直して入力する

	「APIキー未設定」（DA_Ref を開いたとき）
	キーは暗号化して保存されているが、今の版では表示が出る
	OK で閉じる。入力し直す前に、AI の機能が動くか確かめる

	過去の記録が出ない、別の方の記録に見える
	パスフレーズか施設IDが違う可能性
	使わずに9章で元に戻す



最初からやり直す: 新しいファイルを捨てて、2章で取っておいた届いたままのファイルで、もう一度始めます。旧ファイルは変わっていません。Cloud の場合は、Cloud 上の新しいファイルを取り除いて、4-5 から行います。
8. 終わったら
☐ 数日使って問題がないことを確かめるまで、旧ファイルとバックアップは消さない
☐ その間も、旧ファイルや DoctorAssist_Update は持ち出さない
☐ 問題がなければ、次のものをゴミ箱に入れて、ゴミ箱を空にする
	消すもの
	場合

	DoctorAssist_Update の中身（旧ファイル）
	どちらも

	3-1 のフォルダごとのバックアップ
	ローカル

	4-2 の作業フォルダ（暗号化を解除したファイルを含む）
	Cloud

	4-2 の zip
	Cloud。新しいファイルで問題がないと確かめてから



☐ 書類フォルダの同期を止めたなら、DoctorAssist_Update が空になってから戻す
9. 元に戻すとき
新しいファイルに入力したデータは、旧には戻りません。問題に気づいたら、早めに、入力を増やす前に戻してください。
ローカル
☐ FileMaker を終了する
☐ 3-1 のバックアップのフォルダのファイルを、元の名前のまま使う
☐ 新フォルダのファイルと DoctorAssist_Update の中身は使わない
FileMaker Cloud【未確認】
☐ Cloud 上の新しいファイルを閉じて、取り除く
☐ 4-2 の zip を展開し、元の名前のまま 4-5 と同じ方法で Cloud に上げる。暗号化パスワードは旧のものです
☐ 旧と同じパスフレーズで開いて、患者さんの記録が出ることを確かめる
参考
Claris の説明書:
1. ホストへのファイルのアップロード: https://help.claris.com/ja/pro-help/content/uploading-to-server.html
1. データベースファイルの暗号化: https://help.claris.com/ja/pro-help/content/encrypting-database-files.html
1. FileMaker Cloud へのアップロード: https://help.claris.com/en/cloud-help/content/uploading-encrypting-opening-files.html

